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先週は 2 年ぶりのリアルでの公式訪問でしたがいかがでしたでしょうか。 

高尾ガバナーからは初めてのリアルでの公式訪問でしたが、高田クラブの皆様

に暖かくお迎え頂きありがとうございましたと御礼のレターを頂きました。 

ガバナーテーマ「ロータリーを学び ロータリーを広げよう」を是非、実践頂

ければとおもいます。 

本日は第２回目のクラブ協議会です。それぞれの委員会の委員長より方針が

発表されますが、委員長を中心に「利他の心で、超我の奉仕を」実践してくだ

さい。 

最後になりますが、来週はスポーツの日で祭日になるため、例会は休会になります。 

また、オリンピックの開会式が開催される日でもあります。この大会に参加されるアスリートそれぞれが十

分実力を発揮することをお祈りすると共に、大会を支える関係者の努力が報われることをお祈りし、会長あ

いさつを終わります。 

 

98.15％ 

 

 

飯塚宏佳君（7/10 地区危機管理委員会） 

 

 

稲葉摩利子君（越後春日山 RC 会長） 

德道 茂君（越後春日山 RC 幹事） 

 

 

稲葉摩利子君 

（越後春日山 RC 会長） 

 

 

        入会式 

        鈴木 陽一君 

頸城自動車株式会社 

常務取締役 

 

 

 

 

出席ニコニコＢＯＸ員会 

堀井靖功君：ロータリーライフを十分に楽しむ

ことができました。ありがとうございまし

た。皆様とクラブのご発展をお祈り申し上げ

ます。 

髙𣘺孫左衛門君：トキ鉄さんのお陰でまた PR の
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機会を頂きました。22 日 BS 朝日、夜 8 時か

ら【鉄道・絶景の旅】です。ありがとうござ

いました。 

親睦委員会：7 月の会員お誕生日各お祝い 

 

 

 

 

 

 

 

会員増強委員会：例会同伴者申込のお願い 

ゴルフ同好会：7/17 ゴルフコンペ・懇親会のお知

らせ 

 

 

堀井靖功君 退会の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布物：週報№2 

回覧物：坂本光司氏後援会チラシ（新発田 RC）、

ロータリー全国囲碁大会案内状 

報告 ：7 月 23 日は法定祝祭日のため休会 

 

 

7 月 17 日、妙高カントリークラブにて 19 回目のコ

ンペを 10 名にて開催。絶好のゴルフ日和の中での

ラウンドでした！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

出席･ニコニコ BOX 委員会 羽深委員長 プログラム委員会 渡邉委員長 親睦委員会 山口委員長 

国際奉仕委員会 原野委員長 職業奉仕委員会 齋藤委員長 広報･会報･雑誌委員会 齋藤委員長 

ロータリー財団委員会 石黒委員長 米山奨学委員会 吉田委員長 青少年奉仕委員会 長谷川委員長 IM 準備委員会 本山委員長 

 
 

クラブ協議会配付資料をご参照ください。 
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出席･ニコニコＢＯＸ委員会 委員長：羽深元悟  副委員長：佐藤信明  委員：西脇 薫 

※運営方針 

 例会に参加することがロータリー活動の原点であり、より一層会員同士の親交を深め、例会の出席率

向上を図ることに努めます。 

ニコニコ BOX は、社会奉仕活動の源泉であることをご理解いただき、会員の篤志から進んでご協力

いただけるように努めます。 

こうした運営方針に基づき、ロータリークラブの『親睦と奉仕』の本質を、形あるものにしていくよ

うに運営してまいります。 

※事業計画 

   ニコニコ BOX が、より気軽で身近なものとしてご協力いただけるよう定期的に発信していきます｡ 

入会年度の浅い会員に対して、進んでご協力いただけるように積極的な参加をお願いしていきます｡ 

ＳＡＡ、その他委員会と連携を図り、スムーズな例会運営に協力していきます。 

オークション開催時には、社会奉仕委員会、親睦委員会等と協力していきます。 

 

プログラム委員会 委 員 長：渡邉 隆  副委員長：小池猛紀 

 委    員：髙𣘺孫左衛門・神田和明・林 泰成 

※運営方針 

会長の方針（RI テーマ「みんなの人生を豊かにする」の視点を入れた卓話）を視座に、例会の出席が楽

しみになるような「卓話」を提供します。 

新しい時代がやってきました。新しい生活様式の始まりです。 

少し進んだ楽しい、明るい話題を提供し、「人生の豊かさ」に触れます。 

 ※事業計画 

１ リモート卓話などを利用し、広く「新しい」、「ユニークな」企画、活動の卓話を計画します。 

２ 各月間テーマに沿った他委員会からの卓話を提供します。 

３ 会員卓話を用意し、いろいろの職業分野での卓話を紹介します。 

 

親睦委員会 委 員 長：山口 海  副委員長：吉原耕一 

 委  員：山田吉徳・澤井祥典・久保克文・東野秀和 

※運営方針 

・利他の心をもって、安心･安全で、楽しく和やかな親睦会を創意工夫しながら年 6 回運営する。 

 

※事業計画 

1.会員および配偶者の誕生日、結婚記念日にお祝い品を贈呈する。 

（毎月第 2 週例会） 

2.年 6 回の親睦例会を下記の通り実施する。 

①納涼会          8月6日（金） 宇喜世  

②お月見例会      10月 8日（金） 長養館 

③クリスマス家族例会  12月17日（金） アートホテル上越 

④オークション      2月18日（金） 宇喜世 

⑤観桜例会        4月 8日（金） アートホテル上越 

⑥最終例会        6月24日（金） デュオセレッソ 

3.例会時における SAA サポート 

①新年初例会（市長を迎えての夜例会） 1 月 14 日（金） デュオセレッソ 

②3 クラブ合同例会〔直江津、越後春日山〕〔高田東、新井妙高〕 開催日・会場未定 

 

広報･会報･雑誌委員会 委 員 長：齋藤祐介  副委員長：星 則雄   

 委  員：堀越和宏・西條英夫・鈴木陽一 

※運営方針 

・広報活動を通じて、ロータリークラブの公共イメージ向上を図ります。 

7 月 16 日（金）クラブ協議会資料 
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・クラブ会報を通して、会員同士の親睦を深めます。 

※事業計画 

・写真や図表をふんだんに使い、見やすく読みやすい会報を作成します。 

・写真や動画を使って、活動内容を月２回以上フェイスブック（ＦＢ）に投稿します。衛星クラブ、ロー

タリーアクトクラブにも同様の投稿を呼び掛けます。 

・新聞、放送、雑誌など各種メディアに働き掛け、ロータリー活動の認知度アップを図ります。 

・月刊誌「ロータリーの友」の中から毎号お薦めの記事を紹介します。会員に投稿を呼び掛けます。 

 

職業奉仕委員会 委員長：齋藤尚明  副委員長：藤林陽三  委員：稲田善昭・小柳勝司・佐藤 信 

※運営方針 

・ロータリー創立時より職業奉仕はロータリー活動の基本の一つです。その理念は四つのテストに言い

表されています。 

・高田ロータリークラブ、高田さくらロータリー衛星クラブ、高田ローターアクトクラブのすべての会

員の皆様がそれぞれの職業を通じてその知識やスキルをとおして社会に還元し役立てる事を実践し

て下さい。 

※事業計画 

・職業奉仕委員会として下記の移動例会を行って実践の一助としたいと思います。 

1 例年どおり 11 月に上越医師会館に於いて健康診断を含む移動例会 

2 第 7 分区のエリアを走る『雪月花』に乗車しての移動例会 

3 陸上自衛隊高田駐屯地見学の移動例会 

4 岩の原葡萄園での移動例会 

 

以上 他にも計画がありますが COVID-19 の感染状況等々諸事情によっては変更や中止となる場合も

あります事をご了承下さい。 

 

国際奉仕委員会 委員長：原野聖子  副委員長：羽深耕時  委員：石田誠夫・ﾁｬｰﾙｽﾞ･C･ｽﾄﾗｯﾄﾝ 

※運営方針 

  ・人の話を積極的に聞こう 

   ・楽しみながら取り組もう 

※事業計画 

１ グローバル補助金申請活用事業（スリランカ眼科医療向上プロジェクト） 

① スリランカ眼科医療現状把握（プロジェクト会議開催） 

② 現地のニーズ把握（プロジェクト会議開催） 

③ 費用算出、プロジェクトの計画立案 

④ スリランカの RC との関係構築（ZOOM でのやりとりを想定） 

⑤ プロジェクトの実施 

⑥ プロジェクトの検証 

２ 米国ヒューストン RI 国際大会への参加促進 

 

ロータリー財団委員会 委員長：石黒孝良  副委員長：三井慶昭  委員：佐藤教彦・山崎公一 

※運営方針 

ロータリーの意義や活動内容をより知っていただき、積極的に参加していただく様に活動いたします｡ 

※事業計画 

   １．ロータリー財団寄付 一人 ポリオプラス３０ドル・年次基金１５０ドルの目標を達成するため

会員の皆様に寄付をお願いする。 

２．衛星クラブの皆様にもロータリー財団についての理解を深めて頂くため、講師を招き講演を開催

する。 

   ３．ミリオンダラーミールを数回実施する。 
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米山奨学委員会 委 員 長：吉田 巧  副委員会：齋藤俊幸  委  員：山本 智・出澤英則 

※運営方針 

ロータリー米山記念奨学事業の使命は「平和と国際理解の推進」です。 

会員にこの活動の意義・目的を再認識していただき、より深い理解が得られるよう努め、また、衛星

クラブ会員にもその知識や重要性等の浸透を図っていきます。 

「人生を豊かにする奉仕」である寄付について、継続的なご支援をお願いしていくとともに、その結

果として地区の目標額を達成できるよう努めてまいります。 

※事業計画 

 １．米山記念奨学事業に関する情報を会員及び衛生クラブ会員へ提供していきます。 

   ２．地区の目標額 1 人 20,000 円以上を達成し、60 年に亘って受け継がれた当該事業を停滞させず、

推進・継承を図っていきます。 

   ３．米山月間に奨学生 OB の生の声を卓話等にて紹介し、当該事業の成果を実感していただきます｡ 

   ４．奨学生等との交流を継続し、会員との連携を図って、彼らに対して支援を行っていきます。 

 

青少年奉仕委員会 委員長：長谷川優太  副委員長：細野 仁  委員：笹川 裕・吉田進一 

※運営方針 

   私達の取り巻く環境や世界情勢が大きく変化する中、今の若い世代がリーダーシップ能力を伸ばせる

よう育成に尽力いたします。困難な時代であるからこそ、彼らの活動や経験が今後の人生に生きてくる

はずです。他アクターやロータリアン、地域の方々との交流奉仕活動を通じて、個々の成長につながる

よう積極的に関わりを持ち、今できることを一緒になって精一杯考えたいと思っております。 

※事業計画 

   1．ローターアクト創立 50 周年記念式典（11 月開催予定）開催に向けて支援協力します。 

 2．青少年奉仕月間（5 月）において例会卓話を担当します。 

   3．ローターアクトの例会・活動に積極的に参加し、お互いの理解を深め活動の活性化に繋げます。 

4．ローターアクトの活動状況を高田ロータリークラブのホームページに定期的に掲載し、活動内容の

共有と普及を図ります。 

5．ローターアクトとロータリアンとの奉仕活動・親睦行事等交流の場を設けお互いの理解を深めます｡ 

   6．インターアクト、ライラの事業や研修に参加すると同時にその呼びかけを行います。 

   7．ローターアクトの地区内・他地区との交流を支援します。 

   8．ローターアクト会員の増強を支援します。 

 

 

ＩＭ準備委員会 委 員 長：本山秀樹  副委員長：中田 正 

 委    員：遠藤 巌・髙橋正彦・山田 守・飯塚宏佳 

※ 運営方針 

    国際ロータリー第 2560 地区 2022ー2023 年度第 7 分区 IM（インターシティミーティング）をホス

トクラブとして開催します。今年度は準備委員会として基本的な事項（日時、会場、規模、テーマ

等）を決め、次年度の実行委員会に繋げて行きたいと考えます。ワクチン接種が進む中、アフター

コロナを見据えた IM の在り方も検討したいと思います。 

※ 事業計画 

    年間数回の委員会を開催し、過去の IM を参考にしながら高田クラブらしい第 7 分区 IM になるよ

う委員の皆様の意見を集約し準備を進める。 

 

 


